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研究成果の概要： 
 理論言語学の視点から，モーダル形式と主語名詞句の人称制限の現象を用いて，以下のこと

を主張した。（１）日本語の主語名詞句統語的位置は，英語のそれとは異なり，時制辞 T の指

定部とは限らない。（２）日本語の「が」格主語は，時制辞 T よりも構造的に高い，A’位置か

らの認可を受けている。この主張（１）—（２）に対し，言語喪失現象からのさらなる検証を

試みた。結果は，（３）上記（１）に関してはブローカ失語の被験者は，Miyagawa (2001)の主

張する２つのタイプの scrambling 構文において，生成能力に差があった。これは、派生の異

なる２つの scrambling が存在することを示し，その帰結として主語は、vP 内にも存在するこ

とを示すことになる。（４）上記（２）に関しては，時制辞 T より構造的に高い A’位置の関与

を仮定した，「が」格付与能力と A’-scrambling の生成能力には，顕著な相関は今回の調査では

見られなかった。 
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１．研究開始当初の背景 
 理論言語学における日本語の「が」格主語
の統語的位置に関する研究の背景として，
Takezawa(1987)以来，生成文法における多く
の先行研究において，特に議論するなく無く，
便宜上，英語の主語位置と同じ，時制辞 Tの
指定部を日本語の主語位置として広く仮定
してきた。これに対し， Kuroda(1988)，

Miyagawa(2001)および Fujimaki(2005)など
は，日本語の「が」格主語が vP 内に留まっ
ている可能性を主張した。Ueda(2002, 2005, 
2006)では、日本語の機能範疇である時制辞 T
は，不完全で，指定部を投射しないとする
Fukui(1987)の主張をさらに発展させ，日本
語の T は，統語的には，活性化されない為，
派生上の統語操作に関与できず，日本語の
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「が」格主語の認可は Tでは，行われないこ
とを日英語における数量詞の解釈の違いか
ら主張した。すなわち，日本語の「が」格主
語は，英語のそれとは異なり，時制辞 T の指
定部にはないことを主張した。 
 
 失語症研究，特にブローカ失語の研究，の
背景としては，主に，wh疑問文の解釈と生成
を用いての研究が盛んに行われてきた。それ
らの障害を統語の障害として扱う立場とし
て は ， 意 味 役 割 付 与 に 起 因 さ せ る
Linebarger(1983)の Mapping Hypothesis, 移
動の後に残る痕跡(trace)の消失に起因させ
る Groodzinski(1986) の Trace Deletion 
Hypothesisまた，構造上高い位置に生成され
る投射が刈り込まれると考える Tree Pruning 
Hypothesis などのアプローチが報告されて
き た 。 日 本 語 失 語 症 に 関 し て は ，
Hagiwara(1995)および萩原(2000)が，ブロー
カ失語の被験者は，構造上高い位置のものに
は，アクセスしにくいことを主張した。 
 欧米言語の研究では，wh疑問文など移動が
見える構文を使い，上記のような様々なアプ
ローチが提案されているが，日本語失語症に
関しては，統語的立場からの失語症研究の報
告は，数が少ない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，生成文法の極小理論の枠組み
（Chomsky 2000, 2001, 部分的に 2008）を
仮定し，以下の２点を目的とした。 
 
（１） 言語理論の立場から，日本語の主語

名詞句の統語的位置が，必ずしも，英
語の主語名詞句と同様に時制辞Tの指
定部とはかぎらないことに関して，数
量詞解釈以外からの証拠を提示する
こと。 
 

（２） （１）での主張を日本語の失文法現
象からさらなる証拠をあげること。 

 
３．研究の方法 
（１）に関しては，時制辞 T よりも構造的に
高い位置にあらわれる真正モダリティ形式
（発話・伝達モーダル形式）に焦点をあて，
モダリティ形式と主語名詞句との間の人称
に関する一致現象を分析した。 
 
（２）に関しては，日本語の主語名詞句が時
制辞 T の指定部以外にも存在することを
Miyagawa(2001) の ２ つ の タ イ プ の
scrambling①太郎さえ 花子が 殴った。
（A-scrambling）と②洋子を 次郎が 殴り
もした。(A’-scrambling)を使用し（実際は，
二重目的語構文の内項同士の scrambling も
A-scrambling として行った。），その理解と生

成可能性および「が」格主語の可能性をイン
タビュー形式で調査した。被験者は，ブロー
カ野を含む領域に病変を持つ５５歳から７
０歳までの右利きの男女２０名。理解に関し
ては，呈示文を音読してもらい，文があらわ
しているイベントの絵を４つの選択肢から
選んでもらうタスクを課した。読むスピード
は本人のペースに任せた。生成に関しては，
絵を見ながら，タスクの問題文の下線部に相
応しい助詞を入れてもらうタスクを課した。
答えは，口で言ってもらうか，カードに書か
れた助詞を手で指し示すかのどちらかの方
法で，行ってもらった。反応時間等は，測ら
ず，本人のスピードで答えてもらった。１０
秒以上かかっても迷って答えられない場合
は，理解・生成できていないものして扱った。 
  
４．研究成果 
【主要な成果】 
 研究目的（１）の結果は，日本語には，英
語のような時制辞と主語名詞句間の一致現
象はないが，時制辞より構造的に上位にある
モーダル形式と主語名詞句の間に人称に関
するある種の一致現象があることを観察し，
言語理論上もそれは妥当なことであること
を示した。Alexidou and Anagnostopoulou 
(1998)の EPP パラメターの仮説を採用した
上で，日本語に置いて，時制辞 T よりも構造
的に上位の主要部で人称に関する一致
AGREE が行われているとすると，日本語の
主語名詞句は，時制辞の指定部よりも構造的
に上位の指定部にいるか，或は，AGREE に
より移動を伴わず，vP 内に伴っているか両方
の可能性があることをモーダル要素から主
張した。 
 
 研究目的（２）の結果として，以下の２点
が観察された。 
① ブローカ失語症の被験者にとっては，移
動距離に関係なく，A’-scramblingの方が
A-scramblingよりも生成が困難であった。
（「も」や「さえ」と言った focus 系の助
詞の意味的効果を避けるため，A 移動にも
A’移動にもこの手の focus 助詞を入れ
た。） 
 この帰結として，同じ短距離 OSV 語順の
scrambling文であっても，上記に記したよ
うに意味による影響を排除した上での違
いであるので，この生成可能性の違いは，
意味の複雑効果によるものでなく，統語的
派生が異なることによると結論づけられ
る。すなわち，Miyagawa(2001)の派生が正
しいとすれば，A-scrambling の主語名詞句
は vP 内に留ることができ，時制辞 Tの指
定部に必ずしも移動しなくてよいという
結果が得られたこととなる。 
 



 

 

② A’-scrambling を上手く生成できなかっ
た被験者が，同時に「が」格付与も上手く
できないか？という点に関しては、両者に
顕著な相関は見られなかった。
A’-scrambling に関して，短距離移動であ
っても，被験者のほとんどが上手く生成出
来なかったのに対し，「が」格付与は，基
本語順の SOVに関しては問題は見られなか
った。すなわち，A’位置からの「が」格
主語の認可に関しては，今回の失語症のデ
ータからは，検証できなかった。 

   
【得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト】 
（１） 理論言語学に中で，主語名詞句の統

語的位置について，モダリティと主語
名詞句にあらわれる人称制限に焦点
をあてて，議論した研究は数少ない。
国語学・日本語学では，意味や語用論
の観点からモダリティの意味と人称
に関して古くから観察はされていた
が(Nitta 1991等)，本研究では，意味
と語用の視点に対し，モダリティ形式
と統語構造という観点を入れ，モダリ
ティを捉え直した点は，日本語モダリ
ティ分析にとって重要な方向性の一
つだと考える。 

 
（２） Miyagawa (2001)の V−T主要部移動

の有無による A-scrambling と
A’-scrambling の識別を利用すると，
被験者に対して，long-distance 
scramblingを使わずに（比較する文の
モーラ数を変えること無しに），Aと
A’移動の理解と生成の可能性を調査
することが可能になる。これは，条件
設定の厳しい心理実験・調査にも適切
である。 

 
 

（３） 先行研究において，ブローカ失語の
被験者には，scrambling文の生成が困
難であることは，scrambling を許す言
語（トルコ語等）ですでに報告されて
いるが，同じ短距離移動で，かつ，同
じ OSV語順でも，A/A’移動の間に，
顕著な差が見られることは観察とし
ては，新しい。 

 
【今後の展望】 
（１） 理論言語学の観点からは，時制辞の

主要部 Tの関与と補文標識句の主要部
C の関与の識別が統語的にはかなり難
しいところであるが，Tと C の間にあ
らわれるモーダル形式を足がかりに
今回よりもより厳密な統語上の識別
をはかれる方法を見つけたいと思っ

ている。 
 
（２） 失文法研究からの検証という点に

ついて，上記の「研究開始時の背景」
にも書いたように，英語やドイツ語か
らの報告の多くは，wh疑問文の解釈と
生成に関するものが多かった。これら
wh 疑問詞は，日本語では，義務的な移
動を伴わないため，今回は，A’位置
というくくりで，あえて，
A-scramblingと A’-scrambling の比
較を行ったが，今後の展望としては，
C 領域に特定した言語現象という意味
で，不可視移動だとしても，日本語で
も，やはり wh疑問文の解釈も丁寧に
観察し，その際の「が」格名詞句の意
味機能（Kuno 1973）にも配慮したタ
スクを作り調査したいと思っている。 

 
（３） ブローカ失語の被験者のモーダル

形式の使用に関しても今後調査し，健
常者のモーダル形式の使用の比較を
行うことで，C領域の機能が言語理論
の予測するところと一致するのか否
か明らかにできるのではないかと考
える。 
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